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１－７　まとめ

川流布Ｋ／Ｔ境界堆積岩中に含まれる有機化合物を検出したところ、脂肪族炭化水

素（n-アルカン、プリスタン、ファイタン、ホパン、ステラン、シクロヘキサンとシ

クロペンタン類）、芳香族炭化水素、アミノ酸、脂肪酸、ジカルボン酸、マレイミド

類とカルバゾール類を同定し定量することができた。いづれの化合物も、異性体や炭

素数などの異なる一連の多くの類似化合物を検出した。そして、検出した濃度は、数

pmol/lから数十nmol/g程度であった。

深度分布について調べてみると、Fig. 1-7-1.に示した２つに分類することができる。

第一は、白亜紀層・第三紀層に比べ境界粘土層で著しく減少している深度分布である。

これらはいづれも、白亜紀層と第三紀層内ではほとんど変化がなく、白亜紀層に比べ

第三紀層が２／３程度に少なく、境界粘土層内部では前半の２／３は少ない値がほぼ

一定で、その後第三紀層の値へ徐々に増加する。このパターンにあてはまるものは、

n-アルカン、脂肪酸、ステラン、ホパン、シクロヘキサン、シクロペンタン、アダマ

ンタン、マレイミド類、カルバゾールとメチルカルバゾールの濃度と、長鎖と短鎖n-
アルカンの比である。ピレン・フルオランセンのアルキル置換体と母核の比は、境界

粘土層内部で増加するという、この反転したこのパターンの類型の属する（Fig. 1-7-
1a）。このパターンは、白亜紀末の大量絶滅の影響を強く反映した型と考えることが

でき、生体中での存在化学形態（化学構造）があまり変化していないものが多い。白

亜紀と第三紀では、生物活動やバイオマスなどは同じではないために、両者で差は生

じているが、それぞれの期間内では比較的安定していた。これらは、白亜紀末の大量

絶滅事変により、生物活動やバイオマスの減少、荒廃により堆積量が減少した。そし

て、境界粘土層の２／３程度時間が経過したところから徐々に回復し、第三紀の生態

系に戻ったと考えることができる。

第二のパターンは、白亜紀層、境界粘土層と第三紀層を通じて、ほとんど深度分布

に変化がみられないものである。このパターンには、n-アルカンのCPI値、芳香族炭

化水素濃度、芳香族炭化水素の位置異性対比、ジカルボン酸の組成比と光学異性対比、

ホパンとステランのジアステレオマー比とベンゾカルバゾール濃度がある。これらの、

多くは熱続成指標とされているもので、Ｋ／Ｔ境界堆積岩試料全体を通じて、続成作

用に著しい変化はなかったことを示している。このことは、第一のパターンで観察さ

れた変化が、境界粘土層において堆積後の熱的環境が白亜紀層や第三紀層と異なって

いたために起こった事象ではないことを示している。

これらのパターンに当てはまらないものとしては、ジカルボン酸とデカリンがある。

ジカルボン酸は、Ｋ／Ｔ境界粘土最下層では、著しい減少を示したものの、他の境界

粘土試料で濃度が白亜紀層と第三紀層より高かった。ジカルボン酸の組成比、異性対

比には深度による変化が見られなかったことから、粘土の吸着作用が寄与しているも

のと考えられた。デカリンは、起源など不明な点が多く考察が難しいが、第一のパタ

ーンの変形で、第三紀層では回復しなかった生物種に起因しているのかもしれない。

川流布堆積岩は、大陸棚斜面で堆積したと考えられているが、ここで検出された有
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機化合物のほとんどは海棲プランクトンなどに起源を持つこと、n-アルカン、ステラ

ンや脂肪酸の研究から明らかになった。しかし、陸上高等植物由来の有機化合物につ

いていると、海棲生物起源の有機物（長鎖と短鎖のn-アルカンと脂肪酸の比、炭素数

の異なるステランの比）以上に境界粘土層（特に下部２／３）で減少していることも

わかった。

アミノ酸とジカルボン酸の研究から、地球外起源の有機化合物の痕跡がこのＫ／Ｔ

境界堆積岩に残されていないか検証したが、その痕跡は見出せなかった。これまでに、

イリジウムの濃集やストロンチウムの異性体比などは、隕石衝突説でも火山説で一応

説明でき、これまでに地球堆積岩では発見されず隕石には豊富に含まれているα－ア

ミノイソ酪酸とラセミ体のイソバリンがスティーブンスクリントから検出されたこ

とは、隕石衝突説の大きな支持材料のひつつであった。川流布Ｋ／Ｔ境界の研究では

これらが検出されず、対照として取り上げた東京湾表層堆積物にα－アミノイソ酪酸

とラセミ体のイソバリンを見出したこと（５．参考論文参照）は、両アミノ酸の存在

のみでは、地球外有機物の証拠にはならないことを示した。

以上、川流布のＫ／Ｔ境界堆積岩中の多くの種類の有機化合物の解析を行い、多く

の有用な知見を得ることができた。
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